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１ アンケート結果 

 
出前授業のわかりやすさについて  

 

 
 
 
 
出前授業を受けてからの政治や選挙への関心  
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もし選挙権があったら今年度実施の 3 選挙に投票していましたか  
－兵庫県議会議員選挙・三木市議会議員選挙・参議院議員選挙－  

 

 
 
 
 
 
家族の方は今年度実施の 3 選挙に投票していましたか  
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選挙（政治）についてご家族で話をしたことがありますか  
 

 
 
 
 
 
 
 
三木高校から今年度選挙啓発協力をいただいたのをご存じですか  
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※アンケートの分析  

授業については「どちらかというとわかりやすかった」を含めると

95％の生徒がわかりやすかったと感じており、高校生にとって理解し

やすい内容だったと思われる。  
次に 64％が今回の出前授業を受けて政治や選挙に関心が高まった

と自覚している。  
もし選挙権があったなら直近の 3 選挙について「すべての選挙で投

票する」は 38％であり、 16％は「 (すべて )投票しなかった」と回答し

ており、授業の内容を理解したとしてもそれから投票行動にそのまま

つながらないと思われる。  
また、「家族が投票したかどうか関心がない」が 43％、「選挙につい

ての家族で話をすることがある」は 35％で、「話したかどうか覚えて

いない」が 31％であり、家族の間では選挙についての関心が低いこと

を表している。  
以上のことから、出前授業により選挙制度についてはかなり理解し

てもらえたが、実際に投票をするための動機付けはまだ不十分である

と言える。今後はよりわかりやすく、政治について関心を持つだけで

なく投票に行こうという気持ちを持ってもらえるような学習内容を検

討していく必要がある。  
 
２ 質問 

 
Q なぜ 18 歳未満は選挙活動をしてはいけないのか。また、SNS 上で

は 18 歳未満でもできてしまうと思いました。  
A 現在の公職選挙法では、選挙権が無いものは選挙運動をすることが

できず、１８歳未満の者には選挙権が無いと規定されています。これ

は、若い方の場合、選挙運動に巻き込まれると偏った考えを持ち、自

らきちんと判断ができなくなる恐れがあるからではないかと思われま

す。  
また、ご指摘のとおり１８歳未満でも選挙運動が「できてしまう」

ことは事実です。しかし公職選挙法で罰則まで定めて禁止されていま

すので、違反している人が特定されれば処罰される場合もあり得ます。 
 
 



Q 選挙カーで立候補する人が「私に 1 票お願いします」みたいに言っ

てるのをよく聞きますが、それはしてもよいのですか。  
A 選挙運動期間 (立候補届け出後～投票日前日 )内であれば、街頭演説

会や選挙カーによる呼びかけは可能です。  
 ただし、個人宅等を訪問して候補者への投票を依頼する行為は「戸

別訪問の禁止」として年中禁止されています。  
 
 
Q 比例代表制についてよくわからなかったので教えてほしい。  
A 国政選挙 (参院選・衆院選 )の時に執行されます。  
 衆院選では政党名、参院選では政党名または比例候補者氏名を書い

て投票します。  
 選挙区選挙では得票上位の人が当選するので、落選した候補に投票

した人の意見や、選挙区には立候補者がいない政党の意見は政治に反

映されません。  
民主主義では最終的には多数決で決めることが原則ですが、少数の

意見も考慮する必要があります。そこで、比例代表選挙は、範囲の狭

い選挙区選挙においては候補者や当選者のいない政党でも、全国 (参議

院 )や近畿ブロック (衆議院 )といった広い範囲の票が集まることで当選

の機会があるように執行されます。  
 
 
Q どの人に投票したら自分のためになるのかどうやって調べたらよい

のか。  
A 世の中で問題だと思うことについて、自分の意見に近いと思う人を

探して選ぶことが「自分のためになる」ことかと思います。  
選挙公報や政策ビラ、公表されているのならマニフェストやホーム

ページ・ブログなどの意見発信、新聞などで各候補の意見や取り組み

を知りましょう。選挙によってはマッチングアプリと言って自分の意

見に近い候補者を探すアプリやウェブサイトがあることもありますの

で参考にしてください。  
 
 
 
 



３ 感じたことや意見 

 
・10 代の投票率が結構低いのは知っていましたが兵庫県が投票率最下

位だと知って意外と関心がないんだなと驚きました。  
・18 歳になったら投票に行きたいと思いました。自分達が投票に行か

ないと自分達の生活に少しずつでも影響はあると思うので、しっか

り色んな政党と (政策 )を見比べて決めたいです。  
・海外に居ても選挙に投票できることを知って驚きました  
・これ (投票率 )がもし 100%になれば結果はどれくらい変わるのだろう

と思った。  
・自分 1 人が行ったところで何か変わるとは思えなかった。   
・関心のある投票は意味があると思うけど関心がないのに投票しても

無駄だと思う。  
・政治のことがよくわかってなかったら変に投票できないので、もっ

と広い視野で理解できるようにしたいです。   
・選挙に対して興味や関心がない。  
・今の政府に期待できない。   
・18 歳で選挙権を持てることはいいことだと思うけど、興味があるだ

けで結局は誰に入れたらいいかわからない。  
・もっと身近に政治があれば良いと思う。   
・もっと投票しやすくなるように若者向けのネットでの投票が普及し

てきたら変わると思う   
・それぞれの政党の主な今の活動や、これからの活動を知りたい。  
・とにかく政治の仕組みなどがまだ分からないことが多いのでそれに

ついて知りたい。   
・開票所を見てみたいです。   
・政治家の人のお話を聞けたら良いと思う。   
・選挙について学習をしたい   
・選挙に関心がもてました。   
・投票の時に投票箱の中を 1 番最初に見たい。   


